
企業知財における AI 革命：今後 5 年間の業務変革と価値再定義

へのナビゲーション 

Gemini Deep Research  

第 1 章 企業知的財産業務の現状 
1.1 現代の企業知財部：役割と責任 

現代の企業知財部門は、単に特許を出願する組織ではなく、イノベーションの守護者、

研究開発部門や事業部門の戦略的パートナー、そして知的財産（IP）関連リスクの軽減

者としての多面的な役割を担っています。その業務範囲は広範にわたり、発明のライフ

サイクル管理から IP の保護・執行、戦略的な IP 管理に至るまで多岐にわたります 1。 

主要な業務としては、まず「発明の発掘」が挙げられます 1。これは、開発者との連携

を通じて社内で生まれた新しい技術やアイデアを見つけ出し、特許化の可能性を探るプ

ロセスです。2 では、知財部員が「開発者と外部の特許事務所の橋渡し役」として、技

術的知識と特許法の知識のギャップを埋める重要な役割を果たすことが強調されていま

す。発明が具体化されると、「特許明細書の作成、確認」や、特許庁からの「拒絶理由

通知応答書類の作成、確認」といった権利化業務が続きます 1。 

次に、IP の保護と執行に関連する業務があります。これには、「他社特許の調査、分

析」を行い、自社の技術的優位性や市場におけるポジションを把握することが含まれま

す 1。また、「権利活用・紛争対応」や「係争対応」も重要な業務であり、自社の IP 権

を積極的に活用し、侵害に対しては断固たる措置を講じることが求められます 1。 

さらに、戦略的な IP 管理も不可欠です。「知的財産戦略の立案」を行い、企業の経営

戦略と整合性のある IP ポートフォリオを構築し、その実行のための予算管理も行いま

す 1。また、「知財関連の契約書の作成」も日常業務の一部です 1。特許だけでなく、

「意匠・商標登録出願に関する業務」も企業知財部の守備範囲となります 1。 

これらの業務の広範性を理解することは、AI が IP 業務に与える影響を評価する上で極

めて重要です。なぜなら、AI の影響度は業務の種類によって大きく異なるからです。1

では、これらの業務内容は企業規模によって異なり、多くの場合、企業が知財部を設置

するのは「特許にまつわる仕事をスピーディーに行うため」であると指摘されていま

す。 

企業知財部員が開発者と特許事務所の間に立つ「橋渡し役」としての機能は、AI によ

る自動化が難しい人間特有の価値と言えるでしょう。開発者は自社の技術には精通して



いますが、特許法などの専門知識は乏しい傾向にあります。一方、特許事務所の弁理士

は法律の専門家ですが、個々の企業の技術的詳細までは把握していません 2。この両者

の間に存在するコミュニケーションの溝を埋め、技術の本質を正確に捉え、戦略的かつ

広範な権利取得に繋げるためには、知財部員による高度な翻訳・媒介能力が不可欠で

す。この役割は、文脈理解、ニュアンスの把握、時には説得といった、現在の AI には

再現が困難な人間的なスキルセットを要求します。AI が情報収集を支援することはあ

っても、この核心的なコミュニケーション機能は人間中心であり続けると考えられま

す。 

1.2 社内 IP 専門知識の戦略的価値 

企業が社内に IP 部門を維持する理由は、単に特許手続きを処理するためだけではあり

ません。それは、自社の技術ロードマップ、競争環境、事業目標に対する深い理解に基

づいた、オーダーメイドの、文脈を重視した IP アドバイスを提供できる点にありま

す。 

社内 IP 専門知識の主要な価値提案としては、まず IP 戦略と企業全体の戦略との整合性

を確保することが挙げられます。また、IP リスクを早期に特定し、軽減することで、

事業の安定性を高めます。さらに、研究開発部門と緊密に連携し、価値ある発明を特

定・保護することで、イノベーション文化を醸成します 2。2 では、知財部員が開発成

果を見ながらブレインストーミングを行い、特許取得可能な発明を見極める様子が描か

れています。 

これらの戦略的で、文脈に深く根ざし、しばしば対人関係に依存する業務は、現在の

AI 技術では容易に代替できません。このことは、これらの領域が AI 時代においても人

間の専門性が求められ続けるか、あるいは AI が代替するのではなく補強する役割を果

たすことを示唆しています。 

公式な業務リストには現れにくいものの、「発明の発掘」や「知財戦略の策定」といっ

た業務の成功は、非公式な対話、社内文化の理解、組織内の力学や優先順位の把握とい

った要素に大きく依存しています 1。真に特許性のある発明を特定するには、単に発明

提案を待つだけでなく、研究開発チームとの積極的な関与が必要です。どの発明が長期

的な事業戦略に合致するかを理解するには、公表されたロードマップ以上の洞察が求め

られます。また、発明者との信頼関係を構築し、機密性の高い革新的技術の完全な開示

を促すことは、高度な対人スキルを要します。これらの活動は、暗黙知（明文化されて

いないルール、非公式な権力構造、歴史的背景）と強固な社内ネットワークに支えられ

ています。主に明示的なデータで学習する AI にとって、IP 業務のこれらの側面を代替

することは困難です。AI が定型業務を処理するようになるにつれて、深い組織知識と



強力な社内関係を持つ経験豊富な IP 専門家の価値はむしろ高まる可能性があります。 

第 2 章 人工知能：IP 管理における新たな触媒 
2.1 IP を変革する AI 技術の概要（NLP、機械学習、生成 AI） 

IP 分野に関連する主要な AI 技術を理解することは、その能力と限界を把握する上で不

可欠です。自然言語処理（NLP）は、テキストの理解と生成（明細書、契約書など）を

可能にし、機械学習（ML）はパターン認識（検索、分類など）に、そして生成 AI は新

しいコンテンツの作成（クレーム案、要約など）に活用されます。 

NLP は、意味論的検索、文献要約、翻訳、初期ドラフト作成などの基盤技術です 3。機

械学習は、分類ツール 4、類似性検索 4、予測分析などに用いられます。特に GPT シリ

ーズや Claude に代表される生成 AI は、特許明細書の起案 5、クレーム作成、拒絶理由

応答、さらには技術的要約の生成 4 に至るまで、その活用範囲を急速に拡大していま

す。14 では、クレームに対する「多角的な文言提案」に生成 AI が利用される可能性が

示唆されています。これらの技術、特に生成 AI の急速な進歩 7 が、現在の業務変革に

関する議論を牽引しています。 

2.2 IP ライフサイクル全体における主要な AI アプリケーション 

AI ツールは、IP ライフサイクルの様々な段階で具体的な応用が進んでいます。 

AI を活用した先行技術調査および FTO 調査: 
「Tokkyo.Ai」は高精度かつ迅速な検索を支援し 8、「Patentfie ld」は AI セマンティック検

索、分類機能、そして調査・分析のための生成 AI オプションを提供しています 4。これらのツ

ールは、先行技術調査、特許侵害調査、無効資料調査といった各種調査業務の効率を大幅に向

上させます 9。AI は「膨大な特許広報」を処理でき 9、専門家でない担当者でも初期調査が可

能になるなど、情報収集・分析のあり方を変えつつあります 9。 
特許出願書類作成、中間処理、拒絶理由応答における AI 活用: 
NLP と ML を活用したソフトウェアは、高品質な特許明細書をより迅速に作成することを支援

します 3。「Tokkyo.Ai」は、簡単な指示で特許明細書や請求項を自動生成する機能を提供して

います 5。AI はクレーム文言の提案、エラーの特定、さらには図面の生成支援まで行うことが

できます 3。14 では、AI が多角的な文言提案を行い、「クレームの抜け漏れ」を減らす可能性

が指摘されています。Queste l 社のツールは、関連判例や審査ガイドライン情報を含む「中間

応答ツールキット」を提供し、審査官の指摘を予測するのに役立ちます 3。これにより、従来

数日かかっていた明細書作成が数時間、あるいは数分で完了する可能性も示唆されています 
5。 
AI による商標クリアランスおよびモニタリング: 
商標調査 AI「TM- RoBo」などが活用されています 11。21 では、AI が商標の類否検索に利用さ

れており、中国では既に図形商標の審査に AI が導入されていると言及されています。これによ



り、より迅速で包括的なクリアランス調査や、侵害商標の継続的な監視が可能になります。 
AI 支援による IP 契約書レビューおよび分析: 
「LegalForce」や「クラウドサイン レビュー」、「LAWGUE」、「LeCHECK」といった多数

の AI 契約書レビューサービスが登場しています 12。これらのツールは、契約書のリスク箇

所、欠落条項、不利な条件などを自動的に識別し、修正案を提示することで、レビュー時間の

大幅な短縮、リスク検出の向上、レビュー品質の標準化、コスト削減に貢献します 12。 
IP ポートフォリオ管理および戦略的分析における AI: 
AI は「ポートフォリオ管理」を支援し、自社および競合他社の特許を可視化・比較するのに役

立ちます 10。アナクア社の「AQX 11」は、文書処理の自動化、特許要約の生成、戦略的意思決

定のためのインサイト提供に AI を活用しています 6。AI は「競合分析」や「技術予測」にも

応用可能です 10。これにより、より効率的なデータ管理、戦略的な IP 意思決定のためのより

良い洞察、そして最適化されたポートフォリオ価値が期待できます。 
これらの広範なアプリケーション 3 は、AI がニッチな技術ではなく、IP 業務のほぼ全

ての側面に影響を与える広範な力であることを示しています。11 や 15 に記載されている

企業の導入事例は、実際の現場での活用が進んでいることを裏付けています。 

AI は IP 業務において、一部の専門家でない人々にも門戸を開く「民主化」の側面と、

熟練した専門家の能力を増強する「専門家拡張」の側面を併せ持っています。例えば、

AI 検索ツールは「専門知識を持ち合わせていない製造現場担当者」でも初期調査を可

能にする一方で 9、弁理士が「付加価値の高いサービス」を提供するための強力な支援

ツールともなり得ます 14。この二つの傾向は共存し、企業知財部においては、より定型

的な初期段階の業務が AI や AI ツールを利用する研究開発担当者によって処理され、

知財専門家はこれらの結果の検証、複雑な例外処理、そして AI を活用したより深い戦

略的分析に注力するという役割分担の変化をもたらす可能性があります。これは、求め

られるスキルセットや IP チームの構成にも影響を与えるでしょう。 

また、AI の導入は、IP 業務プロセスの標準化を促進する触媒としての役割も果たし得

ます。AI ツールはしばしば構造化されたデータ入力を要求し、定義されたアルゴリズ

ムに基づいて動作します（例：4 の AI 分類は教師データを必要とし、6 の Anaqua AQX
は反復作業を自動化します）。契約書レビューツールも、標準的な条項や企業独自のプ

レイブックと比較して評価を行うことが多いです 13。AI を効果的に活用するために

は、IP 部門がデータ形式、ワークフロー、さらには用語を標準化する必要が生じるか

もしれません。AI ツールはこれらの標準を強制する役割を果たし、結果としてより一

貫性のあるアウトプットとプロセスに繋がります。これは、AI による直接的な効率化

を超えた、組織全体の業務品質向上という副次的な利益をもたらす可能性があります。 

2.3 現在の導入トレンドと初期の影響 

AI ツールの導入は、企業知財部や特許法律事務所で実際に進んでいます。ライオン株



式会社、株式会社ポーラ・オルビスホールディングス、小林製薬株式会社といった企業

や多くの法律事務所が TM- RoBo のような AI ツールを導入しています 11。リーガルテ

ック株式会社（Tokkyo.Ai）は、様々な業界向けに AI ソリューションを積極的に展開し

ており 8、特許庁自身も AI の活用を模索しています 9。 

初期の影響としては、業務効率の向上、処理時間の短縮 5、コスト削減 17 などが報告さ

れています。14 では、AI を活用する事務所が、提案のスピードと質において競争優位

性を獲得していると指摘されています。 

この現状は、AI に関する議論が単なる理論ではなく、既に実務レベルで変革が始まっ

ていることを示しています。しかしながら、導入の度合いは一様ではなく、依然として

課題も存在します（第 5 章で詳述）。 

AI 技術の開発スピードは、現在の法的・倫理的枠組みの整備を上回っている側面があ

ります。AI による明細書作成支援ツール 3 や分析ツールは急速に進歩していますが、AI
発明者の認定 16 や、AI 利用におけるデータプライバシー・機密保持 14 に関する議論は

まだ途上にあります。特に、機密性の高い発明情報をクラウドベースの AI ツールで扱

うことには、重大な懸念が伴います 14。一部の AI における意思決定プロセスの不透明

性（ブラックボックス問題）は、コンプライアンス確保や結果説明の点で課題となりま

す。AI は強力な機能を提供する一方で、その導入は未解決の法的・倫理的・セキュリ

ティ上の問題によって慎重に進められる必要があり、IP 部門はこれらの不確実性を注

意深く管理し、堅牢なガバナンスとリスク管理体制を構築する必要に迫られています。

これは、それ自体が新たな専門領域となりつつあります。 

第 3 章 企業 IP 業務への AI の影響予測（今後 5 年間） 
3.1 自動化・高度化の可能性が高い業務 

今後 5 年間で、AI によって特に大きな影響を受けると予想される企業 IP 業務を特定し

ます。これは、第 1 章で概説した一般的な IP 業務と、第 2 章で示した AI の能力を照

らし合わせることで明らかになります。 

定型的・反復的作業: 
IP 管理システムへのデータ入力 6、ドケッティング、基本的な進捗管理、初期の書類仕分けや

分類 4 といった業務は、AI による自動化の可能性が非常に高いと言えます。AI はこれらのタ

スクを迅速かつ正確に処理し、手作業による負担を軽減します 10。 
データ集約型分析（初期段階）: 
初期の先行技術調査 4、商標の利用可能性調査 11、競合他社の特許ランドスケープ分析 10、特

許データからのトレンド特定などは、AI による高度化が期待される領域です。4 では、最大 1



万件の文献を処理できる AI 調査・分析オプションが言及されています。AI は膨大なデータセ

ットを迅速に処理し、関連文書を特定し、初期の要約や可視化を提供できますが、戦略的解釈

や最終的な検証には依然として人間の監視が不可欠です 14。 
文書作成支援（ドラフト作成・レビュー）: 
特許明細書の初稿作成 3、クレーム作成 3、拒絶理由応答書作成 3、標準的な IP 契約条項の作

成 12 などが該当します。また、定型的な誤りや不整合のチェックも AI が得意とするところで

す。AI は初稿を大幅に迅速化し（5 では「数時間、あるいは数分で完成」と主張）、代替表現

を提案し 14、一般的な問題点をチェックできますが、洗練化、戦略的調整、法的正確性の確保

には人間の専門知識が不可欠です 5。 
管理的・補助的業務: 
翻訳 14、文書フォーマット調整、構造化データからの報告書作成などが挙げられます。1 で言

及されている「特許事務・商標事務・翻訳などの事務系スタッフ」の業務、特に「出願に付随

する事務業務」は、AI 支援に適しています。AI 翻訳は既に高度化しており 23、他の管理業務

も効率化が期待できます。 
3.2 人間の専門性が依然として求められる業務：ニュアンスと戦略を要する業務 

AI による自動化・高度化が進む一方で、その複雑性、戦略的重要性、対人関係スキル

への依存度から、今後も人間が主導的な役割を担うと予想される IP 業務も存在しま

す。これらの業務においても AI は支援ツールとして活用される可能性がありますが、

中核は人間が担うことになるでしょう。 

戦略的 IP 計画およびカウンセリング: 
IP 戦略を事業目標と整合させ、経営層に IP リスクと機会について助言し、IP 投資に関する重

要な意思決定を行う業務です 1。これには、企業の文脈、市場動向、競合情報、将来予測に対

する深い理解が必要であり、現在の AI には真の理解力や戦略的直観力が欠けています。23
は、AI には「創造性や戦略的な思考能力」が欠けているという ChatGPT 自身の回答を引用し

ています。 
複雑な法的解釈およびリスク評価: 
微妙な法的判例の解釈、複雑なケースにおける侵害リスクの評価、新規製品の FTO（Freedom 
to Opera te）に関する助言、予期せぬ法的課題への対応などが含まれます。AI は法的情報を検

索できますが、特に曖昧さが存在する新規の事実関係への法の適用は、高度な人間の判断と倫

理的考察を必要とします 23。 
発明者との対話、発明発掘、暗黙知の引き出し: 
発明者との良好な関係構築、研究内容の深い理解、発明概念の明確化支援、発明者自身が気づ

いていない特許性のある側面の特定などが求められます。1 は「聞き上手な人は知財職種に向

いている」と述べ、2 は「ブレインストーミングを行って、特許を取得できそうな発明を見極

める」様子を描写しています。これには、共感、高度なコミュニケーション能力、信頼構築、

そして暗黙知を探り出し理解する能力といった、人間特有の資質が不可欠です 24。 
交渉、訴訟戦略、重要意思決定: 
ライセンス契約の交渉、紛争解決、訴訟戦略の策定、出願の継続・放棄に関する最終判断など



が該当します。これらは、人間の動機を理解し、動的な状況に適応し、信頼性を評価し、不完

全な情報に基づいて判断を下す能力を必要とします。31 は、AI が弁護士を「より戦略的な業

務」に集中させることを示唆しています。 
AI アウトプットの監督と検証: 
AI が生成した成果物をレビューし、批判的に評価し、正確性、法的妥当性、戦略的整合性を確

保するために修正を加えるという、新たな重要な人間の役割です。14 は「チェック・編集能

力」と AI の「限界・バイアス」の理解の必要性を強調し、22 は AI による特許調査結果には

「人間の確認が必須」であると指摘しています。AI は誤りを犯す可能性があり（「ハルシネー

ション」19）、文脈理解に欠けたり、バイアスを導入したりする可能性があるため、人間の専

門知識が最終的な品質保証となります。 
3.3 中核的質問への回答：業務量の変化の定量化 

ユーザーの「今の仕事の何割がなくなるでしょうか？」という問いに直接的に答えるこ

とは、単一の明確な割合で示すことが困難です。その影響は、企業規模、業種、知財部

門内の特定の職務、AI 導入の速度、導入される具体的な AI ツールによって大きく変動

します。 

多くの業務は「なくなる」のではなく、「変容」します。AI がワークフローの一部を

処理し、人間が他の部分に集中するという形です。つまり、仕事の性質が変わるのであ

り、必ずしも働き手の必要性がなくなるわけではありません。14 は、「生成 AI は弁理

士の仕事を代替するものではなく、むしろ付加価値業務により多くの時間を割けるよう

にする強力な補助ツール」であると述べており、23 も同様の見解を示しています。さら

に、AI の導入は、AI ツールの管理、プロンプトエンジニアリング、AI アウトプットの

検証、AI ガバナンスといった新たな業務を生み出します 14。 

業務の代替・変容に関する定性的な評価としては、以下のように考えられます。 

● 影響大（大幅な変容／手作業の削減）： 定型的な管理業務、初期の先行技術調

査、標準文書の初稿作成など。これらの特定のタスクに費やされる時間の 40～
60%が削減または移行される可能性があります。 

● 影響中（大幅な高度化／手作業の中程度の削減）： 反復的な改良を要するより複

雑な調査、AI が起案した文書の詳細レビュー、拒絶理由応答書作成、商標モニタ

リングなど。これらのタスクに費やされる時間の 20～40%が再配分されるか、効

率化される可能性があります。 
● 影響小（主に補強的／中核的な人間の作業の最小限の削減）： 戦略的 IP カウンセ

リング、複雑な法的分析、発明者インタビュー、重要な交渉、最終意思決定など。

AI は支援ツールとして機能し、効率を 20%未満改善する可能性はありますが、中

核的な人間の貢献を置き換えるものではありません。 



オズボーンレポートの研究では、弁理士の仕事の大部分が AI に代替可能であると指摘

されましたが 25、日本弁理士会の会長（当時）は、弁理士業務の半分は定型的ではない

と反論しており、より nuanced な現実を示唆しています 26。24 では、「法律補助者の

AI 代替率 92%」という数字が挙げられており、これはより管理的なパラリーガル業務

が影響を受けやすいという考え方と一致します。 

重要なのは、量の仕事から価値の仕事へのシフトです。「なくなる」仕事は、主に価値

の低い反復的な要素でしょう。 

AI は、特に中堅レベルの専門家が担ってきた定型的な専門業務に大きな影響を与える

可能性があります。データ集約的でパターンに従うタスクは AI の得意分野であり、こ

れらはエントリーレベルを超え、まだシニア戦略レベルには達していない中堅 IP 専門

家の業務の多くを占めてきました（例：複雑な調査の実施、標準的な応答の起案）。エ

ントリーレベルの業務は多くが管理的で高度に自動化可能であり、シニアレベルの業務

は高度に戦略的で深い人間の判断を必要とします。中堅レベルの業務は、確立されたル

ールや手順を大量の情報に適用することが多く、AI はこれらの業務において非常に有

能になりつつあります。AI がこれらの中堅レベルのタスクを大幅に自動化または増強

する場合、IP 部門内の従来のキャリアパスが崩れる可能性があります。これにより、

IP 部門はチーム構造の再考を迫られ、より戦略的、AI 監督、または専門ニッチな役割

への人材のスキルアップに注力する必要が生じるかもしれません。 

一方で、AI ツールが高度化するにつれて、特に新規の専門家が AI の出力に過度に依存

し、基礎的なスキルを十分に習得できないリスクも考えられます。14 は、「まずは法的

ルールや文書構成力などの“人間が理解すべき基礎”を身につけ、そのうえで AI で補助

させるのが理想です」と助言しています。専門知識は、基礎的なタスクの反復練習と失

敗からの学習を通じて構築されることが多いです。AI がこれらのタスクの大部分を処

理する場合、そのような学習機会は減少します。長期的には、AI ツールを使いこなせ

るが、AI の出力を批判的に評価したり、AI が失敗したり不適切な場合に適切に対処す

るための深い根本的理解に欠ける人材を生み出す可能性があります。IP 部門は、AI を
活用しつつも、専門家が中核的な IP スキルを確実に習得できるような研修プログラム

を意識的に設計する必要があります。 

また、高度な AI ツールは、以前は大規模な事務所や多額の予算を持つ企業のみがアク

セスできた能力を、より小規模な IP 部門や企業にも提供する可能性があります 4。17

は、一部のツールが比較的低コストで導入可能であると指摘しています。小規模企業は

しばしば IP 予算やスタッフが限られており、これが包括的な調査の実施や大規模ポー

トフォリオの管理能力を制約してきました。AI ツールは、これらのタスクの多くを、



従来の方法や広範なアウトソーシングよりも低コストで自動化または大幅に迅速化する

ことができます。これにより、小規模な企業 IP チームがより効果的に IP を管理し、大

手企業と競争できるようになるかもしれません。 

表 1：主要な企業 IP 業務への AI の影響（5 年後の予測） 

IP 業務カ

テゴリー 
カテゴリ

ー内の特

定業務 

現状の主

要な方法 
AI 自動化

の可能性 
(5 年後 -  
低/中/高) 

AI 高度化

の可能性 
(5 年後 -  
低/中/高) 

主要な関

連 AI 技術

/ツール 

5 年後の

人間の作

業/焦点の

変化予測 

発明発

掘・権利

化支援 

発明者イ

ンタビュ

ー、アイ

デアの具

体化 

対面ヒア

リング、

ブレイン

ストーミ

ング 

低 中 NLP、コミ

ュニケー

ション支

援 AI 

発明の本

質的理解

と戦略的

権利範囲

設定への

注力強化 

先行技術

調査 
初期スク

リーニン

グ、詳細

分析、FTO
調査 

手動デー

タベース

検索、人

間による

レビュー 

中～高

（初期）

／中（詳

細） 

高 セマンテ

ィック検

索、生成

AI、NLP、
機械学習

（例：

Patentfie l
d, 
Tokkyo.Ai
） 

AI による

調査結果

の検証、

戦略的判

断、複雑

なケース

への対応

にシフト 

特許明細

書作成 
初稿作

成、クレ

ームドラ

フティン

グ、図面

作成支援 

人間によ

る作成、

弁理士へ

の依頼 

中 高 生成 AI、
NLP（例：

Tokkyo.Ai, 
Queste l
のツー

ル） 

AI 生成ド

ラフトの

レビュ

ー・修

正、戦略

的クレー

ム構築、

法的品質

保証への

注力 



中間処理

（拒絶理

由応答） 

応答方針

検討、意

見書・補

正書ドラ

フト作成 

人間によ

る分析・

作成、弁

理士への

依頼 

中 高 生成 AI、
NLP、判例

検索 AI
（例：

Queste l
のツー

ル） 

AI 提案の

評価・修

正、戦略

的応答の

策定、審

査官との

コミュニ

ケーショ

ン支援 

商標管理 利用可能

性調査、

出願、モ

ニタリン

グ 

手動調

査、人間

による判

断 

中～高

（調査・

モニタリ

ング） 

高 画像認識

AI、類似

性検索 AI
（例：TM-
RoBo） 

AI 調査結

果の最終

判断、ブ

ランド戦

略との整

合性評

価、複雑

な類否判

断への注

力 

IP 契約書

レビュー 
リスクチ

ェック、

条項修正

案作成 

人間によ

るレビュ

ー、弁護

士への依

頼 

高 高 NLP、機械

学習、契

約書レビ

ューAI
（例：

LegalForc
e , 
LeCHECK
） 

AI レビュ

ー結果の

検証、ビ

ジネス条

件との適

合性確

認、交渉

戦略策定

への注力 

IP 戦略・

ポートフ

ォリオ管

理 

競合分

析、技術

動向調

査、ポー

トフォリ

オ最適化 

手動分

析、コン

サルタン

トへの依

頼 

中 高 データ分

析 AI、可

視化ツー

ル、予測

AI（例：

Anaqua 
AQX） 

AI による

分析結果

の解釈、

戦略的意

思決定、

事業貢献

への IP 活

用提案 



管理的サ

ポート 
データ入

力、翻

訳、期限

管理、書

類整理 

手作業、

事務スタ

ッフによ

る対応 

高 高 RPA、AI
翻訳、文

書管理 AI 

AI による

自動化が

進み、人

間はより

高度な判

断や例外

処理、シ

ステム管

理・改善

に注力 

第 4 章 AI 時代を生き抜く：IP 専門家のための必須スキルと戦略 
4.1 企業 IP 実務者に求められる進化したスキルセット 

AI と効果的に協働し、自らの価値を維持・向上させるために、IP 専門家は新たなスキ

ルセットを習得・強化する必要があります。 

AI リテラシー：AI ツールの効果的な理解と活用: 
基本的なコンピュータースキルを超え、AI の能力と限界を理解し、タスクに適したツールを選

択し、AI システムと効果的に対話する能力が求められます。これには、AI に効果的な指示を

与える「プロンプトエンジニアリング」のスキルも含まれます 14。 
批判的評価能力：AI 生成アウトプットの検証と洗練: 
AI が生成したコンテンツ（ドラフト、調査結果、分析）の正確性、完全性、法的妥当性、戦略

的関連性を批判的に評価する能力です。「AI が生成した文章の中に法的観点で誤りや曖昧な表

現がないかを判断し、適切に修正する力」が不可欠です 14。また、「AI の限界・バイアスを理

解したうえでの運用スキル」を持ち、「ハルシネーション」を見抜くことも重要です 14。AI は
ツールであり、絶対的なものではないため、人間の監視が最終的な品質ゲートとなります 22。 
戦略的・分析的思考：AI を活用したより高価値な洞察の導出: 
AI が処理したデータを用いて、より深い戦略的洞察を導き出し、複雑な IP 問題について助言

し、事業の意思決定に貢献する能力です。データ収集からデータ解釈と戦略的応用へと焦点が

移ります。31 は、AI が専門家を「より戦略的な業務」に集中させると示唆し、27 は「企画発

想力や創造性」および「課題解決能力」を挙げています。これこそが、人間が独自の価値を付

加し続ける領域です。 
倫理的配慮とデータガバナンス: 
AI を IP 業務に利用する際の倫理的影響（データプライバシー、機密保持 14、アルゴリズムバ

イアス、AI 支援による決定の責任など）を理解し、管理する能力が求められます。責任ある AI
の導入と、顧客や社会からの信頼維持に不可欠です 19。 
強化されたコミュニケーション能力と協調性: 



複雑な IP 問題（しばしば AI が生成したデータを含む）を多様なステークホルダー（発明者、

事業リーダー、法務チーム）に効果的に伝える能力、そして AI が「メンバー」となるチームで

協働する能力です。29 はコミュニケーション能力を「一番重要なスキル」と強調し、1 は「聞

き上手な人やヒアリング力の高い人」の重要性を指摘しています。タスクがより専門化し、AI
が定型業務を処理するようになるにつれて、繋がり、説明し、説得する能力が一層重要になり

ます。 
適応性と継続的学習: 
急速な AI の進歩と変化する IP 実務に対応するための生涯学習の姿勢です。1 は「学習意欲が

高い人」の重要性を強調し、28 は「リスキリング」の必要性に言及しています。AI を取り巻

く環境は変化し続けるため、継続的な専門能力開発が不可欠です。 
求められるスキルセットは、IP 専門家が単に AI を使うだけでなく、AI と共に考え、AI
の能力を戦略的に活用してビジネス価値を創出する「AI に精通した IP ストラテジス

ト」という新たな専門家像を示唆しています。これには、IP の専門知識、技術的理

解、戦略的ビジネス感覚の融合が必要です。 

また、プロンプトエンジニアリングのような技術的 AI スキルが注目される一方で 14、

コミュニケーション、協調性、批判的思考といった「ソフトスキル」の重要性はむしろ

増しています 1。AI が技術的・定型的な要素を処理するほど、発明者インタビュー、ス

テークホルダーとのコミュニケーション、交渉といった人間が介在する場面の比重が高

まります。AI 由来の複雑な洞察を専門家でない人々に説明するには、高度なコミュニ

ケーション能力が不可欠です。IP 専門家や部門がこれらのソフトスキルを積極的に育

成しなければ、「ソフトスキルギャップ」が生じる可能性があります。 

さらに、AI は一部の専門家を、AI 倫理や特定技術分野の FTO といった複雑なニッチ

分野へのより深い専門化へと押し進める可能性があります。同時に、AI が IP ライフサ

イクル全体にどのように影響するかを理解し、研究開発、ビジネス、法務といった部門

横断的なコミュニケーションを行うためには、より広範で一般的な理解も必要となりま

す。IP 専門家は、特定の 1～2 分野における深い専門知識（T 字の縦棒）と、IP ラン

ドスケープ全体およびその中での AI の役割に関する幅広い理解（T 字の横棒）を併せ

持つ「T 字型」人材としての成長が求められるかもしれません。 

表 2：AI 時代の企業 IP 専門家のための将来を見据えたスキル 

スキルカテゴリ

ー 
特定のスキル/コ
ンピテンシー 

AI 文脈における

説明と関連性 
AI との応用の例 開発のための推

奨事項 

AI・テクノロジ プロンプトエン AI を効果的に操 特定技術の初期 専門コース受



ー習熟度 ジニアリング、

AI アウトプット

検証、AI におけ

るデータセキュ

リティ 

作し、その結果

を評価し、安全

に利用するため

の基礎能力。 

特許クレームを

起案するために

生成 AI に正確な

クエリを作成す

る。 

講、OJ T、メン

ターシップ、AI
関連プロジェク

トへの参加。 

高度な IP 法務・

技術専門知識 
複雑なクレーム

解釈、IP 評価、

特定技術分野の

深い理解 

AI では対応困難

な高度な専門判

断や、AI の出力

を専門的観点か

ら評価・修正す

る能力。 

AI が提案したク

レーム範囲の妥

当性を、最新判

例と技術的実現

可能性を踏まえ

て評価する。 

判例研究、技術

動向の継続的学

習、専門分野の

セミナー参加、

資格取得（例：

弁理士）。 

戦略的・ビジネ

ス洞察力 
IP 戦略策定、事

業貢献への IP 活

用提案、リスク

マネジメント 

AI による分析結

果をビジネスの

文脈で解釈し、

経営判断に資す

る戦略的提言を

行う能力。 

AI による競合分

析レポートを基

に、自社の研究

開発投資の優先

順位付けと新規

事業分野への IP
展開戦略を策定

する。 

MBA 等の経営知

識習得、業界分

析、企業戦略に

関する研修、経

営層とのコミュ

ニケーション機

会の増加。 

コミュニケーシ

ョン・協調性 
部門横断的コミ

ュニケーショ

ン、発明者との

対話、交渉力 

AI が生成した情

報を分かりやす

く伝え、多様な

関係者と円滑に

連携し、合意形

成を図る能力。 

AI による調査で

発見された潜在

的侵害リスクに

ついて、研究開

発部門と法務部

門に説明し、対

応策を協議す

る。 

コミュニケーシ

ョン研修、プレ

ゼンテーション

スキル向上、異

文化理解、チー

ムプロジェクト

への積極的参

加。 

クリティカルシ

ンキング・問題

解決 

論理的思考、根

本原因分析、創

造的問題解決 

AI の提案を鵜呑

みにせず、多角

的に検討し、本

質的な課題を発

見・解決する能

力。 

AI が「関連性な

し」と判断した

文献群の中に、

実は重要な先行

技術が含まれて

いないか、異な

る視点から再検

証する。 

ケーススタデ

ィ、ロジカルシ

ンキング研修、

デザイン思考ワ

ークショップ、

多様な意見に触

れる機会の確

保。 



適応性・学習ア

ジリティ 
新技術への好奇

心、変化への柔

軟性、継続的学

習意欲 

急速に進化する

AI 技術や法制度

の変化に迅速に

対応し、常に新

しい知識・スキ

ルを習得し続け

る能力。 

新しい AI 特許分

析ツールがリリ

ースされた際

に、自主的に試

用し、自社業務

への適用可能性

を評価・報告す

る。 

業界ニュース・

技術ブログの購

読、オンライン

学習プラットフ

ォームの活用、

社内外の勉強会

への参加、新し

い挑戦への意

欲。 

4.2 IP 部門および個人のための戦略的必須事項 

IP 部門向け: 

● AI ツールとトレーニングへの投資: AI ソリューションを戦略的に選択・導入し、

スタッフに包括的なトレーニングを提供する 14。 
● ワークフローの再設計: IP プロセスを再構築して AI を効果的に統合し、定型業務

を自動化し、人的資源をより価値の高い活動に再配分する。 
● 適応性のある文化の醸成: 継続的な学習と新技術の実験を奨励する。 
● AI ガバナンスポリシーの策定: AI の利用、データセキュリティ、倫理的配慮に関

する明確なガイドラインを確立する 14。 
● 戦略的価値への集中: AI による洞察を活用し、IP 部門をビジネスに対する戦略的

アドバイザーとして再配置する。 

個々の IP 専門家向け: 

● AI を協力者として受け入れる: AI を脅威ではなく、能力を増強するツールとして

捉える 14。 
● 積極的なアップスキリングとリスキリング: 4.1 で概説したスキルの開発に注力す

る。28 は「夢中を手放さず一つのことを掘り下げていく姿勢」と「多様性を受容し

他者と協働する能力」の重要性を強調している。 
● 複雑/戦略的分野への専門特化: 自動化されにくい分野（例：IP 訴訟戦略、複雑な

ライセンス供与、セクター固有の IP 戦略）で深い専門知識を培う。 
● ネットワークと知識共有: AI 導入におけるベストプラクティスを学ぶために同業者

と交流する。 
● 「人間的」強みの育成: 創造性、批判的思考、共感、複雑な問題解決に焦点を当て

る 27。 



第 5 章 未来への航海：課題、機会、そして今後の道筋 
5.1 障害の認識：AI の限界、リスク、および導入の課題 

AI の導入には、その能力だけでなく、実用上の困難やリスクも伴います。これらを認

識することは、現実的な期待値を設定し、慎重な管理が必要な領域を特定する上で不可

欠です。 

AI の限界: 
AI は万能ではなく、その精度や信頼性には限界があります。AI は誤りを犯し、「ハルシネー

ション」と呼ばれる事実と異なる情報を生成することがあります 19。そのため、人間の検証が

不可欠です 14。また、AI はパターンに基づいて動作するため、真の理解や文脈把握能力に欠

け、新規の状況や深い文脈知識を要する場面では限界があります 7。さらに、AI モデルは訓練

データに内在するバイアスを継承し、偏った、あるいは不公平な結果を生み出す可能性があり

ます 14。 
リスク: 
機密性の高い発明データや顧客情報を AI ツール、特にクラウドベースのものに入力すること

は、重大なデータ漏洩リスクを伴います 14。サムスンのソースコード漏洩事件はその一例です 
19。著作権で保護されたデータで訓練された AI モデルが、既存の IP 権を侵害するアウトプッ

トを生成する可能性も指摘されています 19。また、AI への過度な依存は、人間のスキル低下を

招く恐れがあります。 
導入の課題: 
AI システムの取得、導入、統合には多額の費用がかかる場合があります 10。ただし、一部の

ツールは低コストで導入可能であるとの報告もあります 17。組織内での新技術やワークフロー

への抵抗を克服することも課題です 30。必要な AI スキルを持つ人材の採用や育成も困難な場

合があります 30。既存の IP 管理システムとのシームレスな連携確保も重要です。そして、AI
に対する初期の期待と実際の性能とのギャップから、「幻滅感」が生じる可能性も指摘されて

います 30。 
これらの課題 7 を認識することは、信頼性の高い報告書にとって不可欠であり、現実的

な期待を設定し、慎重な管理が必要な領域を浮き彫りにします。新しい技術はしばしば

即座の大きな生産性向上を約束しますが、これらの利益を実現するには、ツール、トレ

ーニング、ワークフロー再設計への多大な先行投資が必要です。組織が調整する中で生

産性が一時的に低下することさえある「生産性のパラドックス」と呼ばれる現象が知ら

れています。特に IP 分野では、データの複雑性と高い精度への要求から、この現象が

顕著に現れる可能性があります。これは、「仕事が一夜にしてなくなる」という物語を

和らげるものです。 

5.2 IP における AI に関する進化する規制および倫理的枠組み 

AI の知的財産創造・管理における役割をめぐる法制度や倫理的議論は、技術の進展に



追いつこうとしている段階です。 

AI が発明者や著作者になり得るかという議論は継続中です 16。「DABUS」事件はその

代表例であり 16、特許庁は現時点では人間が発明者であるとの立場ですが、将来的な検

討の必要性も認識しています。GDPR や CCPA といったデータ保護法が、AI による個

人情報や機密 IP データの処理にどのように適用されるかも重要な論点です。AI ツール

が誤った法的助言を提供したり、重要な先行技術を見逃したりした場合の責任の所在も

明確ではありません。さらに、AI と IP に関するアプローチを国際的に調和させる必要

性も指摘されています 18。 

これらの法的・倫理的枠組みの整備状況は、企業知財部が AI を導入・活用する上で常

に注視すべき動向です 16。 

また、IP の権利行使において、AI は両刃の剣となり得ます。AI は IP 侵害をより効果

的に検出するために利用できる一方で 18、生成 AI は侵害コンテンツやディープフェイ

クを容易に作成するためにも悪用され得ます 19。IP 権利者は侵害検出に AI を用い、侵

害者はより巧妙な違反行為に AI を用いるという「AI 軍拡競争」が生じる可能性があ

り、これは IP 専門家にとって新たな課題と役割を生み出します。 

さらに、多くの IP 関連の意思決定は重大な法的・財務的影響を伴うため、AI の判断根

拠の透明性が求められます。一部の AI モデルの「ブラックボックス」性は、特許性評

価や侵害鑑定などの正当化が必要な場合に問題となります 30。IP 専門家は、自らの推

奨や決定の根拠を説明できなければならず、これらが AI の出力に基づいている場合、

AI の推論プロセスは透明であるか、少なくとも解釈可能でなければなりません。この

ため、IP 分野における「説明可能な AI（XAI）」への需要が高まると予想されます。 

5.3 結論：企業 IP における人間の専門知識と AI エンパワーメントの協調的未来に向

けて 

本報告書は、AI が企業知財専門家の業務を完全に奪うのではなく、変革する可能性が

高いことを示してきました。AI は強力な補強ツールであり 14、定型業務から戦略的で

価値の高い業務へと人間の焦点を移行させます。人間の判断、倫理的監視、専門的な

IP 知識の重要性は依然として揺るぎません。IP 専門家にとって、継続的な学習と適応

が不可欠です。 

今後 5 年間の展望としては、AI がデータ処理や初期ドラフト作成といった「重労働」

の多くを担い、人間の IP 専門家がストラテジスト、クリティカルシンカー、熟練した

コミュニケーターとして機能し、最終的には企業内における IP 機能の価値と影響力を

高める未来が描かれます。 



ユーザーの当初の問いである「今の仕事の何割がなくなるか」に対する最終的な回答と

しては、単一の割合で示すのではなく、現在の業務要素のかなりの部分（特に定型的で

データ集約的なもの）が AI によって自動化されるか、大幅に補強されると結論付けら

れます。しかし、これは役割の変革と、より複雑で戦略的、かつ人間特有のタスクへの

人的資源の再配分につながります。IP 部門全体の「仕事」量は減るのではなく、その

性質と焦点が進化し、新たなスキルが要求され、潜在的により大きな戦略的価値を提供

するようになるでしょう。変化の度合いは、積極的な導入と適応にかかっています。 

IP 専門家および部門は、AI と積極的に関わり、新しいスキルに投資し、この変革に戦

略的に備えることが求められます。 
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https://www.soei.com/wp/wp-content/uploads/2023/07/AI%EF%BC%88-%E4%BA%BA%E5%B7%A5%E7%9F%A5%E8%83%BD%EF%BC%89%E3%81%AF%E5%BC%81%E7%90%86%E5%A3%AB%E3%81%AE%E4%BB%95%E4%BA%8B%E3%82%92%E5%A5%AA%E3%81%86%E3%81%8B%E5%90%A6%E3%81%8B.pdf
https://www.soei.com/wp/wp-content/uploads/2023/07/AI%EF%BC%88-%E4%BA%BA%E5%B7%A5%E7%9F%A5%E8%83%BD%EF%BC%89%E3%81%AF%E5%BC%81%E7%90%86%E5%A3%AB%E3%81%AE%E4%BB%95%E4%BA%8B%E3%82%92%E5%A5%AA%E3%81%86%E3%81%8B%E5%90%A6%E3%81%8B.pdf
https://japio.or.jp/00yearbook/files/2019book/19_a_06.pdf
https://virtual-ip.jp/virtual-attorney_1/
https://ameblo.jp/123search/entry-12318275327.html


-  フォルトナ, 6 月 9, 20 25 にアクセス、 https://fortna.co.jp/ventures/ai-e ra-
skills- required/ 

28. 未来人財に求められるスキル 採用や学びの変革が導く“人間ならでは”の能力の育

成, 6 月 9, 20 25 にアクセス、 https://www.adeccogroup.jp/power-of-work/298 
29. 企業の知財部員に求められるスキルとは？レベル別に解説します！, 6 月 9, 20 25

にアクセス、 https://hr.tokkyo-lab.com/column/chizaisb/shigoto-chizaibu-skill 
30. PowerPoint プレゼンテーション -  知財・情報フェア, 6 月 9, 20 25 にアクセス、 

https://pifc .jp/20 23/wp-content/uploads/20 23/0 9/pifc_forum1_0 0 5.pdf 
31. 知的財産法における AI の影響 -  CHIP LAW GROUP, 6 月 9, 20 25 にアクセス、 

https://www.chiplawgroup.com/%E7%9F%A5%E7%9A%84%E8%B2%A1%E7%94
%A3%E6%B3%95%E3%81%AB%E3%81%8A%E3%81%91%E3%82%8Bai%E3%81%
AE%E5%BD%B1%E9%9F%BF/?lang=ja  
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